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警戒に来ていた。見ている間に土石砂・流木が魚野川、国道、上越線、県道の通水

を塞ぎ、県道の橋を乗り越え、水が町内の住宅に流れ出す。１３時５５分、市は災

害対策本部を設置する。同時刻に新町と川原町に避難勧告が発令される。 

 現場から市建設課職員の重機の素早い対応と土建会社の 

懸命の復旧作業で床上浸水だけは免れた。そして、水に浸 

かったごみ処理と散水車の迅速の対応に区民から喜ばれた。 

 今年は日本全土に自然災害が発生している。特に九州や 

北陸、東北に梅雨前線による河川の氾濫は住宅、田畑に大 

きな被害をおよぼした。これから、台風の季節を迎える。 

昔は「災害は忘れた頃にやって来る」でしたが、昨今は 

「災害は忘れないうちにやって来る」です。自然災害の 

予防は難しいですが、日頃からの防災対策が大切だ。 

 

  

災害は忘れないうちにやって来る！ 

 ７月１８日早朝５時町内総出で、浦佐夏まつりの後片付け（注連
や幟、提灯の撤去）を終える。１０時頃から雨足が激しくなり、三

条市や魚沼市は豪雨で避難勧告や家屋への浸水等の被害がテレビ

ニュースで流れる。２３年７月新潟福島豪雨で甚大な災害をおよぼ

した「黒沢川」は、７月３日に土石流が発生し、市の職員が見回り

警戒に 

 林市政がスタートし８カ月。５０歳の若さと行動力に脱帽する思いだ…。走りなが

ら考え、夜の会合もほぼ毎日だ。健康に留意し市政運営に当たってください。人口減

少がすすむ中「若者が帰ってこれる 南魚沼に」を掲げ市長になった。この公約実現

に向け、ＣＣＲＣ、ＩＴパーク、モンスターパイプ等の政策に県内外が注視している。 

  

 

 

 

暑中お見舞い申し上げます。 

 ７月２３日投開票の「仙台市長選挙」は、「東京都議選」に続き、自民党系候補が

敗れる。この原因は、安倍首相の加計学院問題と自民党代議士の問題行動や失言によ

るもので、安倍首相１強の傲りから来ている……。内閣支持率も２６％と最低で国民

は怒っている。猛省をし、安倍１強を壊し、国民目線に立たなくては行けない。 

  

 

７月８日に自民党新潟県連大会が開催される。

自民党支持率も低下しており、長島代議士が会長

の自民党新潟県連に期待したい。 

 １０月に南魚沼市議会選挙が執行される。議員

定数が２６人から４人減の２２人となり、激しく

厳しい選挙戦が予想され暑い夏が来る……。 

浸水した浦佐新町 

懸命の復旧作業 

県連会長 長島代議士あいさつ 



 

６月議会 （ ６月５日 ～ ６月１６日 ） 

・「児童生徒発達相談事業」を、大和庁舎で年 4 回開催予定。 

・今年度から全中学校の全学年で、フッ素化物洗口を 6 月から実施。 

・私立どろんこ保育園（定員 75 人）が認定こども園として 4 月から開園。 

・幼児教育の段階的無償化に向けた取り組みが始まる。 

      ～市民税非課税世帯、低所得、ひとり親世帯を対象に 

・五日町、大巻小学校統合協議会が設置。 

・上田地区小学校学区再編検討会の立ち上げに向けて保護者説明会開催。 

・スケートボードパークは今秋、モンスターパイプは 8 月末の完成を。 

・地下水の採取に関する条例改正案（井戸が掘れる）を 9 月議会に提出。  

・新ごみ処理施設の建設場所、燃焼方式の選定について検討している。 

・八箇峠道路 6.6 キロメートル（八箇～野田）今年度中に供用開始。 

・住宅リフォーム事業予算を上回る申請。 

・49 店舗 55 丼が参加し、「本気丼」７月中旬から 11 月末まで開催。 

・地方創生を進める「Ｕ&Ⅰときめき課」と「生涯スポーツ課」を新設。 

・「一般社団法人南魚沼まちづくり推進機構」を地域再生推進法人に指定。 

・6 月 1 日から「ふるさと納税の返礼品を贈呈する運用を開始。 

 

市長所信表明 

★一般質問 （６月１３日） 

●公共交通「市民バス」について 

高齢社会が進む中、免許証の返納等

で、交通手段をもたない高齢者や市民が

ますます多くなる。 

現在 13 路線（大和６、六日町３、塩

沢４）62 便が運行しており、再編前は

12 路線、38 便なので、市民の要望を聞

き路線を増やし、便数も１．６倍増し利

用しやすいようにした。 

しかし、利用者数は再編前で一日平均

265 人、28 年度は 168 人、１便あたりに

すると再編前は７人、28 年度は 2.9 人

と、市民の利用は減っている。 

このような利用状況が続けば、「市民

バス」の廃止という声が上がるのではな

いか心配する。 

利用者数が増加する、抜本的な対応が

必要と思うが。 

 

 

初日に「全国市議会議長会表彰規定に基づく表彰伝達式が行われる。被表彰者は、阿

部俊夫議員（在職 20 年以上）若井達男議員（在職 15 年以上）の二人。 

 阿部議員は、町議員から通算 28 年、若井議員は町議員から 18 年、本当に長きにわた

り市政の発展に尽くしてまいりました。本当におめでとうございます。 

＜市長回答＞ 

「市民バス」は、高齢者の買い物や通

院等の足であり生活に欠かせない。廃止

は無い。  

●再質問 

友好都市「魚津市」も民間バスが赤字

で撤退路線が出る。検討や試行運転の結

果、路線ごとに「地元で会社（ＮＰＯ）」

が出来たところに「市民バスを走らせ

る。」ルートも時刻も停留所も全て地元

で作る。利用者は格段に増えた。 

魚津市のように市民が主体の又は、市

民を参加させた運営でなければならな

いと思うが。 

＜市長回答＞ 

魚津市の「市民バス」は、平成２５年

に国土交通大臣表彰を受けている。大い

に学び参考にしたい。 

 



 

5.28 毘沙門通り小さなまつり 

6.26 国際情報高校 

 

 活 動 日 誌  

 

4.23 浦佐地区「春季消防演習」 

 

7.16 浦佐夏まつり 

「ＳＧＨ」報告会 
6.6 セルデン町長議場で 

    

urasa 

7.2 南魚沼市防災訓練 

 

 

4.26 浦佐地域づくり協議会総会  

 

5.3 新成人毘沙門堂春の例大祭に参加 

 

5.3 おせったいの会スタート 5.8 国際交流セミナー 

 

5.20 浦佐小学校運動会 

    

 

5.24 ＭＭＤＯセミナー 

７.25 第 8回生ビール&鮎まつり 

5.25 大和地区「議会報告会」 

5.30 ＪＡ魚沼みなみ通常総代会 

  

6.11 グルメマラソン(5千人のランナー) 

  

5.14 浦佐行政区「山巡視」 

  

6.4 東京やまと会総会 

（オーストリア） 

 「舞毘」の華麗な踊り！ 



 

★政務活動 行政調査 (６月２７～２９日)  

日) 

●釧路市  
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欧州とのＥＰＡ（経済連携協定）やＴＰＰで「北海道農業の将来戦略は！」と「北

方領土問題」を学ぶ。平成２３年に、沖縄の読谷村、辺野古海岸を訪れる。米軍基地

問題は沖縄県民の問題ではなく、日本の国の平和に直接係わることで、国民一人一人

が考える問題だと勉強させられた……。議員６人個々は、学びたいことや調査内容等、

それぞれ違うので、クラブ長は調整に大変だ……！ 

人口約１８万人の釧路市は、札幌、旭川、函館に次ぐ。国立公園（阿寒湖と釧

路湿原）を２つ持つ日本で唯一の市。 

＜釧路広域連合清掃工場視察＞（１市３町１村、圏域人口２１万人）  

  南魚沼市は、平成３５年をめどに２市１町で焼却炉の建設を計 

画しており、建設地については公募で３地区が名乗りを上げるが 

不調に終わる。以下の項目について調査する。 

   ○施設の概要  ○稼働状況について  ○建設経緯と運営管理について 

   ○焼却施設建設候補地選定経過と決定までの経過について 

   

 

●斜里町 人口約 12,000 人、面積７４０平方ｋｍ、主な産業は農業、

水産業、観光関連産業で、知床世界自然遺産の斜里町は

知床半島の西側。 

農業生産額は 100 億円、漁業 100 億円（鮭が８０％）、観光客 

 は 125 万人（道外が 7割で宿泊は 50 万人）で農業が漁業に追いつ 

 く。水田は無し。平均経営面積 35 ヘクタール、農家戸数 280 戸、

戸当り生産額は 4億円。大きさに驚くのでなく、道・町とホクレン

とＪＡと農家が一体となった取り組みに学ばなければならない。 

●羅臼町 世界自然遺産・知床半島の東側に位置する羅臼町は、人

口５２００人（2100 世帯）の漁業のまち。 

議会のあいさつを受ける 

ＪＡの試験圃にて検討会が 

北方領土の問題は、私たちだけで 

は解決できない。戦後７０年、本土 

の皆さんは、ほとんど関心が無いの 

では…と湊谷町長。 

 国民世論を盛り上げ、北方領土問 

題を解決することが、日本とロシアが平和条約

を締結し、アジアの平和に貢献することになる

と思った。 

羅臼町長 

時間を延長しての視察となる 

★田 植 え      地球上には７４億人の人が生活しており、その１割以上（８億人）の人

が満足に食べることができない。飢餓人口は８億人と言われている。 

 農は国の基、素足で田んぼに入り、コシヒカリへの感謝と勤労や農業（コメ）

を学び、農業や環境・食料問題を提起しながらの田植であった。 

 

5.13 つくしんぼ田植

え 

5.16 ＫＪ高校勤労体験学習 
5.27 午前 

   
親子田んぼ教室 

5.27 午後 

魚沼基幹病院田植

え 
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